
・予防接種を受ける際には、予め市町村が指定する医療機関に電話等をして予約してください。

・予防接種のスケジュールや接種したワクチンは母子手帳から確認できます。詳しくは、お住まいの市町村の予防

接種担当課にお問い合わせください。

・定期予防接種は、対象期間を過ぎると任意接種（有料）となりますのでご注意ください。
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FAX MAlL

県南保健福祉事務所ホームページ https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21130a/

〇予防接種の間違いについて

令和３年度における予防接種の間違いの内容については、以下のとおりです。

県南地域では、令和4年度13件の間違い接種報告(接種間隔の間違い12件、不必要な接種1件)がありました。

各医療機関においては、「予防接種における間違いを防ぐために(2023年4月改訂版)」等を参考に、今後も

引き続き予防接種の間違い防止及び市町村への報告の徹底をお願いします。

麻しんは、免疫が不十分な人が感染すると高い確率で発症しますが、ワクチンを2回接種することで99％

以上の人に免疫がつくと言われています。対象年齢になったら早めに接種をしましょう。

〈定期接種の対象者〉第1期：1歳児 第2期：小学校入学前 1年間の幼児

医療従事者の方へ

麻しん・風しんの定期接種を受けましょう！

3月1日～7日は「子ども予防接種週間」です！

対象年齢外の接種、

溶解液のみの接種 14.50％

不必要な接種（医学的に妥当な説明

と根拠がない） 14.83％

①接種するワクチンの種類を確認

②接種年齢、接種間隔、接種回数を確認

③接種量と接種方法を確認

④接種器具が未使用であることを確認

⑤ワクチンの有効期限や保管の状態を確認

間違いを防ぐためのポイント

予防接種を受ける際には

母子健康手帳を忘れずに！

接種間隔の間違い 57.72％

予防接種の間違いの内容（全国）

麻しん・風しん定期予防接種率（福島県）１人の感染者が免疫を持たない集団へ

加わったときに感染させる人数 令和2年度以降、国が

目標として定めている

接種率95％を下回る状

況にあります。


